
会計区分

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

予算の状況
（単位:百万円）

28,021

28,859 29,167執行額 29,024

担当部局庁

①人文・社会科学から自然科学まで全ての学問分野に渡り、基礎から応用までのあらゆる独創的・先駆的な「学術研
究」（研究者の自由な発想に基づく研究）を格段に発展させることを目的とする「科学研究費補助金事業」等を実施。

②優れた若手研究者にその研究生活の初期において自由な発想の下に主体的に研究課題等を選びながら研究に専
念する機会を与える「特別研究員事業」を実施。また、海外の大学等研究機関において長期間研究に従事する機会を
与える「海外特別研究員事業」及び「若手研究者インターナショナル・トレーニング・プログラム」を実施。

③日本の国際競争力強化のための国際的研究人材の養成・確保に資するため、国内外における日本人研究者の
「異」との交流促進の場として、人文・社会科学から自然科学までの全ての学問分野において、二国間から多国間交流
に渡り、世界各国を対象とした学術国際交流事業を総合的に実施。

④異なる分野の研究者との競争研究を推進し、異なる分野の研究手法等を導入することにより、方法論的な観点から
既存の知の体系の根源的な変革や飛躍的な進化（方法的革新）を目指し、人文・社会科学研究の振興を図ることを目
的とした、「異分野融合による方法的革新を目指した人文・社会科学研究推進事業」を実施。

⑤学術の社会的協力・連携の立場から、学界と産業界との協力によって発展が期待される分野や、その推進方法・体
制等について検討し、情報交換する「産学協力総合研究連絡会議」等を開催。

⑥国の定めた制度・方針に従って、国の助成事業の審査・評価を実施。その際、審査・評価における公正さ、透明性、
信頼性、継続性を確保しつつ、実効性のある評価を実施。

⑦学術振興に必要な調査・研究を実施し、日本学術振興会が審査・配分等を行うファンディング事業の審査・評価体制
を充実させる。

実施状況

学術研究の振興

研究振興局

独立行政法人日本学術振興会法
第15条、附則第2条の2

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以内）

学術研究の助成、研究者の養成のための資金の支給、学術に関する国際交流の促進、学術の応用に関する研究等を
行うことにより、学術の振興を図ることを目的とする。

担当課室 振興企画課

予算額(補正後） 29,167

総事業費(執行ベース)

19年度 20年度

28,897

執行率 100.0% 100.0%

振興企画課長
永山　賀久

21年度

29,024 28,859

関係する計
画、通知等

「第３期科学技術基本計画」

一般会計 上位政策

29,061

22年度

29,157

29,321

23年度要求

100.0%

補
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

１．事業評価の観点：この事業は、学術研究の助成、研究者の養成のための資金の支給、学術に関する国際交流の促進等に取
り組む日本学術振興会の運営に必要な運営費交付金を支出するものである。

２．所見：本年４月の独立行政法人の事業仕分け等を踏まえ、学術システム研究センターの非常勤研究員に対する謝金や研究費
の見直し及び勤務実態の把握についての透明性の強化に取り組むとともに、科学研究費補助金の審査・交付等の業務につい
て、他機関との協調、コスト削減、独立性強化によるガバナンスの強化を図るなど、事業の効率化を一層進めるべきである。また、
他の事業に対する公開プロセスでの指摘等を踏まえ、競争参加条件等のより一層の見直しを図るなど、契約の競争性、公平性、
透明性を確保すべきである。

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

○事業実施にあたり、随意契約の見直しを図るべく、真にやむを得ない場合を除き、原則一般競争入札を行っていると
ころであるが、競争入札における一者応札を減少させるため、仕様書の見直しや公告期間の延長等、応札者数を増や
すための対策について、より一層の努力をすべき。

○振興会に設置している、外部有識者及び監事により構成される契約監視委員会で審査された契約案件の点検結果
について報告を受け内容を把握しているところ。
○各セグメントにおける契約金額上位１０件の契約に関して、支出先、使途、再委託の有無等の状況を確認した。再委
託契約については、該当する契約案件はなかった。
○随意契約については契約内容に鑑み、可能なものについて一般競争入札への移行を図っている。一者応札の削減
のため、十分な公告期間の確保や、契約内容をわかりやすく記載した仕様書の提示を行っている。これらにより、平成
22年度の契約方式等について改善等が図られていることを確認した。

事業番号 ０２５９

　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(文部科学省)

予算事業名 作成責任者
事業開始

年度
独立行政法人日本学術振興会
運営費交付金に必要な経費

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

①学術研究に関する必要な助成、②若手研究者の養成・確保、③学術に関する国際交流の促進、④学術の応用に関
する研究の実施、⑤学術の社会的連携・協力の推進、⑥国の助成事業に関する審査・評価、⑦学術の振興に関する調
査及び研究等により、資金配分機関（ファンディングエージェンシー）として、大学等の研究者の自由な発想に基づく人
文・社会科学から自然科学までのあらゆる分野の研究を総合的に支援。

平成15年度



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

〔研究奨励金・公募〕 〔研究奨励金・公募〕 〔委託・公募〕 〔謝金〕 〔請負・随意契約〕 〔請負・随意契約〕 〔請負・一般競争〕 〔請負・随意契約〕 〔委託・公募〕 〔委託・公募〕
【B－1】 【B－２】 【B－３】 【B－４】 【B－５】 【B－６】 【B－７】 【B－８】 【B－９】 【B－１０】

（特別研究員事
業）

（海外特別研究員
事業）

（若手研究者ｲﾝ
ﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾄﾚｰﾆﾝ
ｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）

特別研究員審査
等謝金

（株）三菱スペー
ス・ソフトウェア

（株）大嘉倉庫 （株）住友不動産
（株）ﾊﾟｼﾌｨｯｸﾌﾟﾛ

ｻｰﾋﾞｽ
（財）日本ｼｽﾃﾑ

開発研究所
（株）ＴＥＩ

　特別研究員（５，４４９件） 海外特別研究員（３１０件） 北海道大学（全30機関） 個人　Ｈ①（全1,800件）

１５，３８０百万円 １，３９０百万円 ５７４百万円 １４９百万円 ８２百万円 ６百万円 ３百万円 ２百万円 １百万円 １百万円

事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要

特別研究員年末
調整等業務請負

優れた若手研究
者に研究奨励金
を支給し、自由な
発想の下に研究
に専念する機会を
与える。

優れた若手研究
者を海外の大学等
研究機関に長期
間派遣し、研究に
専念する機会を与
える。

大学等における
若手研究者が海
外で教育研究活
動を行う優れた
プログラムの構
築を支援する。

特別研究員審査
等に対する謝金

特別研究員管理
システム（コン
ピューターサービ
ス）

文書保管箱寄託
及び物品保管請
負

清掃業務請負

研究者の養成
１８，１３２百万円

システムの保守
等請負

【B】

特別研究員就職
状況調査に伴う
就職状況調査票
の発送・回収及
びデータ入力等
業務請負

【Ｃ】

〔研究奨励金・公募〕 〔委託・公募〕 〔委託・公募〕 〔委託・公募〕 〔委託・随意契約〕 〔委託・公募〕 〔委託・公募〕 〔委託・公募〕 〔委託・公募〕 〔委託・随意契約〕
【Ｃ－1】 【Ｃ－２】 【Ｃ－３】 【Ｃ－４】 【Ｃ－５】 【Ｃ－６】 【Ｃ－７】 【Ｃ－８】 【Ｃ－９】 【Ｃ－１０】

（外国人特別研
究員事業）

（二国間交流事
業共同研究・ｾﾐ
ﾅｰ）

（先端学術研究
拠点人材養成事
業）

（先端研究拠点
事業）

（拠点大学交流
事業）

（ｱｼﾞｱ研究教育
拠点事業）

（ｱｼﾞｱ・ｱﾌﾘｶ学
術基盤形成事
業）

（日中韓ﾌｫｰｻｲﾄ
事業）

（日独共同大学
院ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）

（外国人特別研
究員（ｻﾏｰ・ﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾑ））

外国人特別研究員 東京大学 富山大学 名古屋大学 東京大学
自然科学研究機構
分子科学研究所 東北大学 東京大学 東京大学 総合研究大学院大学

（１，４０９件） （全１１２機関） （全20件） （全１６機関） （全１２機関） （全２１機関） （全２７機関） （全９機関） （全３機関）
４，００６百万円 ８４９百万円 ４９５百万円 ４０５百万円 ３０２百万円 ２４１百万円 １４８百万円 ８０百万円 ４６百万円 ２４百万円

事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要

日中韓の大学等
が協力し、世界
トップレベルの研
究教育拠点の構
築を目指した共
同研究等を行う
ことを3か国の学
術振興機関が支
援する。

日独の大学が大
学院博士課程の
学生や教員を相
互に派遣して、
学生の研究指導
等共同で行う取
組みを支援す
る。

９，１１８百万円
国際交流

欧米の若手研究
者を招致し、日
本側受入研究者
の下での研究機
会等を提供す
る。

大学等がアジア
諸国の研究機関
と協力し、世界的
水準の研究教育
拠点構築を目指
した共同研究等
を行うことを支援
する。

大学等がアジア・
アフリカ諸国の
研究機関と協力
し、地域における
諸課題解決のた
めの研究教育拠
点構築を目指し
た共同研究等を
行うことを支援す
る。

諸外国の若手研
究者を我が国の
大学等に受入
れ、研究奨励金
を交付し、共同
研究に従事する
機会を提供す
る。

諸外国との覚書
に基づき、二国
間の研究者によ
る共同研究・セミ
ナーを支援す
る。

先端的な研究課
題について、大
学等が海外の著
名研究者及び若
手研究者を招へ
いする取組を支
援する。

大学等が行う先
端研究分野にお
ける欧米等との
多国間共同研究
等の実施を支援
する。

アジアの対応機
関との協定に基
づき、大学等が
行う共同研究・セ
ミナー等の研究
者交流を支援す
る。

事業概要

【A】

【B】 【C】 【D】 【E】 【F】 【G】
研究者の養成 国際交流 科学研究費補助金 審査・評価 その他の事業 法人共通

１８，１３２百万円 ９，１１８百万円 １１１百万円 ９１百万円 １３３百万円 １，５７１百万円

事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要
日本の国際競争力強化
のためには、イノベー
ションの担い手となる国
際的研究人材の養成・
確保が必要不可欠であ
る。その目的に資するた
め、国内外における日
本人研究者の「異」との
交流促進の場として、人
文・社会科学から自然
科学までの全ての学問
分野において、二国間
から多国間交流に渡り、
世界各国を対象とした
学術国際交流事業を総
合的に実施する。

人文・社会科学から自
然科学まで全ての分野
にわたり、基礎から応用
までのあらゆる「学術研
究」（研究者の自由な発
想に基づく研究）を対象
とする競争的資金であ
り、ボトムアップの学術
研究を支援する唯一の
資金である「科学研究
費補助金事業」等を実
施する。

国の定めた制度・方針
に従って、助成事業の
審査・評価を実施する。
その際、審査・評価にお
ける公正さ、透明性、信
頼性、継続性を確保しつ
つ、実効性のある評価
を実施する。

学術の応用に関する研究とし

て、異なる分野の研究者との

競争研究を推進し、異なる分

野の研究手法等を導入するこ

とにより、確立された従来の研

究手法から脱却して、方法論

的な観点から既存の知の体

系の根源的な変革や飛躍的

な進化（方法的革新）を目指

す、人文・社会科学研究の振

興を図ることを目的とした、「異

分野融合による方法的革新を

目指した人文・社会科学研究

推進事業」を実施する。

また、学術の社会的協力・連

携の立場から、学界と産業界

との協力によって発展が期待

される分野や、その推進方法・

体制等について検討し、情報

交換する「産学協力総合研究

連絡会議」等を開催する。

（独）日本学術振興会

文部科学省

２９，１６７百万円

独立行政法人日本学術振興会の行う業務の財源の一部に充てるため
の同法人に対する運営費交付金の交付

〔　交　付　〕

学術振興に必要な調
査・研究を実施し、日本
学術振興会が審査・配
分等を行うファンディン
グ事業の審査・評価体
制を充実させる。

２９，１５７百万円（経常費用決算額）

我が国の学術研究の将来
を担う創造性に富んだ研究
者の養成・確保に資するこ
とを目的として、優れた若手
研究者にその研究生活の
初期において自由な発想の
下に主体的に研究課題等を
選びながら研究に専念する
機会を与える「特別研究員
事業」を実施する。また、海
外の大学等研究機関にお
いて長期間研究に従事する
機会を与える「海外特別研
究員事業」及び「若手研究
者インターナショナル・トレー
ニング・プログラム」を実施
する。



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

〔委託・公募〕 〔委託・随意契約〕
【Ｆ－1】 【Ｆ－２】
（異分野融合に
よる方法的革新
を目指した人文・
社会科学推進事

人間文化研究機構

東京大学（全９機関） 東京大学 総合地球環境学研究所

４７百万円 ９百万円 ７百万円

事業概要 事業概要

（異分野融合による方法的革新を
目指した人文・社会科学推進事業）

既存の学問・研
究分野にとらわ
れずに、人文・社
会科学における
「異分野融合型
共同研究」を推
進する。

既存の学問・研
究分野にとらわ
れずに、人文・社
会科学における
「異分野融合型
共同研究」を推
進する。

【Ｆ】
その他の事業
１３３百万円

【Ｇ】

〔委託・随意契約〕 〔請負・随意契約〕 〔請負・一般競争〕 〔請負・随意契約〕 〔請負・一般競争〕 〔請負・随意契約〕 〔請負・随意契約〕 〔請負・一般競争〕 〔請負・随意契約〕 〔請負・随意契約〕
【Ｇ－１】 【Ｇ－２】 【Ｇ－３】 【Ｇ－４】 【Ｇ－５】 【Ｇ－６】 【Ｇ－７】 【Ｇ－８】 【Ｇ－９】 【Ｇ－1０】
慶應義塾大学（全１１１機関） （株）NECﾈｸｻｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ （株）三菱電機インフォメーションシステムズ （株）日立情報ｼｽﾃﾑｽﾞ （株）三菱電機インフォメーションシステムズ （株）住友不動産 （株）住友不動産 （株）ﾌｧｲﾌﾞﾄﾞﾗｲﾌﾞ （財）保健同人事業団 （有）ｲﾝﾀｰｾｸﾄ

４６５百万円 ４８百万円 １７百万円 １４百万円 ９百万円 ５百万円 ３百万円 １百万円 １百万円 １百万円

事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要

ｵﾝﾗｲﾝ申請ｼｽﾃ
ﾑ維持運用保守

CMS導入及び
ホームページ再
構築にかかる業
務請負

コンピュータセ
キュリティに係る
外部監視サービ
ス

「学術振興方策
の調査・研究」及
び「学術動向の
調査・研究」を大
学等に委託す
る。

英文書簡等の校
正、作成及び和
文英訳等の請負

法人共通
１，５７１百万円

内装工事請負 情報システムに
対するセキュリ
ティ監査業務

一般健診及び女
性ドッグ検診の
請負

ＣＭＳ導入に伴う
委託業務請負

清掃業務請負



0計 111 計

使　途
金 額

(百万円）
業務費
(人件費)

当該セグメント業務に係る人件費 111

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目

1,571

D.科学研究費補助金

計 9,118 計

賃借料、諸謝金、印刷製本費 等 243
一般管理費

(物件費)

管理部門に係る人件費 255
一般管理費

(人件費)

業務費
(物件費)

外国人研究者受入支援金、研究者国際交
流委託費、研究者国際交流支援金　等 8,852

業務費
(物件費)

金 額
(百万円）

業務費
(人件費)

委託調査研究費、諸謝金等、賃借料、
保守・修理費、旅費交通費　等

1,031

当該セグメント業務に係る人件費 43

費　目 使　途

266
業務費
(人件費)

当該セグメント業務に係る人件費

金 額
(百万円）

計

C.国際交流 Ｇ.法人共通

13318,132

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ

れている者につ
いて記載する。
使途と費目の
双方で実情が
分かるように記

載）
※表示単位未
満四捨五入の
関係で、積み上
げと合計は一

致しない場合が
ある。

計

費　目 使　途

当該セグメント業務に係る人件費

旅費交通費、委託調査研究費、委員会等
開催費、諸謝金　等 88

業務費
(人件費)

当該セグメント業務に係る人件費 103
業務費
(人件費)

業務費
(物件費)

特別研究員奨励金、海外派遣研究者支援
金、研究者国際交流委託費　等 18,029

業務費
(物件費)

B.研究者の養成 Ｆ.その他の事業

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

45

29,157 計計 91

659 当該セグメント業務に係る人件費

一般管理費
(人件費)

管理部門に係る人件費 255

一般管理費
(物件費)

賃借料、諸謝金、印刷製本費　等 243

91

業務費
(物件費)

特別研究員奨励金、外国人研究者受入支
援金等 28,000

業務費
(人件費)

業務部門に係る人件費
業務費
(人件費)

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

A.（独）日本学術振興会（総事業費） E.審査・評価



費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ

れている者につ
いて記載する。
使途と費目の
双方で実情が
分かるように記

載）
※表示単位未
満四捨五入の
関係で、積み上
げと合計は一

致しない場合が
ある。

B-1.特別研究員

研究奨励金 特別研究員事業 15,380

B-5.（株）三菱スペース・ソフトウェア

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

請負費
特別研究員管理システム（コンピュー
ターサービス）

82

82計 15,380 計

B-2.海外特別研究員 B-6.（株）大嘉倉庫

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

外国旅費 海外特別研究員事業 1,390 請負費
文書保管箱寄託及び物品管理業
務請負

6

6

B-3.北海道大学 B-7.（株）住友不動産

計 1,390 計

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目

外国旅費 海外渡航 13 請負費

1

使　途
金 額

(百万円）

清掃業務請負 3

雑役務費 若手研究者派遣に係る受講料等 4

消費税 外国旅費・謝金等に係る消費税

委託手数料 事業の管理に必要な経費 2

320 計計

B-4.特別研究員審査等謝金 B-8.（株）ﾊﾟｼﾌｨｯｸﾌﾟﾛｻｰﾋﾞｽ

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

謝金 特別研究員審査等謝金 149 特別研究員就職状況調査に伴う就職
状況調査票の発送・回収及びデータ
入力等請負

2

2計 149 計

請負費



費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ

れている者につ
いて記載する。
使途と費目の
双方で実情が
分かるように記

載）
※表示単位未
満四捨五入の
関係で、積み上
げと合計は一

致しない場合が
ある。

Ｂ-9.（財）日本システム開発研究所 Ｃ-3.富山大学

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目

請負費 システムの保守等請負 1 外国旅費

国内旅費

使　途
金 額

(百万円）

海外渡航 18

同行家族の滞在費 1

国内旅費 1

事業の管理に必要な経費 2

家族手当

備品費・消耗品費・謝金・保険料等 12

委託手数料

その他

331 計計

国内旅費

Ｂ-10.（株）ＴＥＩ Ｃ-4.名古屋大学

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

研究交流に必要な備品・消耗品 2

請負費 特別研究員年末調整等業務請負 1 外国旅費

資料作成、整理等謝金 1

海外渡航 18

国内移動 5

委託手数料

物品費

謝金

その他 会議費、印刷製本費等 4

事業の管理に必要な経費 3

外国旅費 外国人特別研究員事業

33

Ｃ-5.東京大学

使　途
金 額

(百万円）

Ｃ-1.外国人特別研究員

費　目

海外渡航

使　途

1 計

費　目
金 額

(百万円）

計

4,006

Ｃ-2.東京大学

外国旅費 海外渡航 62

外国旅費 37

4

外国旅費・謝金等に係る消費税

委託手数料

4

消費税

物品費 備品・消耗品

2

事業の管理に必要な経費

47計

外国旅費 海外渡航

国内移動 6

10

国内旅費

備品、消耗品、印刷費、通信費等 1

計 4,006

費　目 使　途
金 額

(百万円）

Ｃ-6.自然科学研究機構分子科学研究所

使　途
金 額

(百万円）

その他

国内旅費 国内移動 16

費　目

消耗品費 消耗品購入 19

委託手数料 事業の管理に必要な経費 2

消費税 外国旅費・謝金等に係る消費税 3

その他 会議費等 7

20計

謝金 短期補助作業等謝金 4

計 111



旅費

物品費

3

Ｆ-1.東京大学

金 額
(百万円）

データ解析計算機及び各種ソフトウェ
ア一式等

3

国内及び海外出張

研究成果発表、会議等

4

1

事務管理費

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ

れている者につ
いて記載する。
使途と費目の
双方で実情が
分かるように記

載）
※表示単位未
満四捨五入の
関係で、積み上
げと合計は一

致しない場合が
ある。

C-7.東北大学

謝金・備品費・印刷費・通信費　等その他 2

海外渡航 3

費　目 使　途

外国旅費

委託手数料 事業の管理に必要な経費 1 謝金等

金 額
(百万円）

費　目 使　途

専門的知識の提供、データ整理等

その他

事業の実施に伴い必要となる管理的経費 1

12計 6 計

7 物品費

C-8.東京大学 Ｆ-2.東京大学

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

実験データ解析用コンピューター
等

3

外国旅費 海外渡航 3 旅費 国内及び海外出張 1

国内旅費 国内移動

委託手数料 事業の管理に必要な経費 1 その他

その他 謝金・消耗品費・印刷費・通信費　等 1 謝金等

事業の実施に伴い必要となる管理的経費 1事務管理費

計 11 計

研究補助謝金等 4

印刷・複写費、通信費、会議費等 1

金 額
(百万円）

C-9.東京大学 Ｇ-1.慶應義塾大学

9

費　目 使　途

外国旅費 12海外渡航

費　目 使　途
金 額

(百万円）

その他

物品費 消耗品 9

外国旅費 外国旅費

1国内旅費 国内旅費

1

1

委託手数料 事務の管理に必要な経費 2

謝金 講演謝金等

その他 消耗品費、会議費等

事務経費 2

1

謝金、印刷製本費等 1

管理運営費

13

Ｃ-10.総合研究大学院大学 Ｇ-2.（株）NECﾈｸｻｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ

計 17 計

1委託手数料 事業の管理に必要な経費

費　目 使　途

研修費 若手研修者受入に係る研修費等

金 額
(百万円）

費　目 使　途
金 額

(百万円）
ｵﾝﾗｲﾝ申請ｼｽﾃﾑ維持運用保守請
負

4823 請負費

その他 謝金、消耗品費、通信運搬費等 1

計 計24 48



金 額
(百万円）

Ｇ-7.（株）住友不動産

ＣＭＳ導入及びﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ再構築
にかかる業務請負

費　目 使　途

請負費17

金 額
(百万円）

内装工事請負 3

1

Ｇ-8.（株）ﾌｧｲﾌﾞﾄﾞﾗｲﾌﾞ

費　目 使　途
金 額

(百万円）

14 計 1

請負費
一般検診及び女性ドッグ検診の請
負

1

Ｇ-9.（財）保健同人事業団

費　目 使　途
金 額

(百万円）

19 計計

請負費
英文書簡等の校正、作成及び和
文英訳等の請負

1請負費 清掃業務請負 5

Ｇ-10.（有）インターセクト

費　目

5 計 1

使　途
金 額

(百万円）

計

計 17

請負費
情報ｼｽﾃﾑに対するセキュリティ監
査業務

請負費
日本学術振興会コンピューターセキュ
リティに係る外部監視サービス請負

費　目 使　途

計 3

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ

れている者につ
いて記載する。
使途と費目の
双方で実情が
分かるように記

載）
※表示単位未
満四捨五入の
関係で、積み上
げと合計は一

致しない場合が
ある。

Ｇ-6.（株）住友不動産

費　目 使　途
金 額

(百万円）

請負費 9

Ｇ-4.（株）日立情報ｼｽﾃﾑｽﾞ

計

ＣＭＳ設計に伴う委託業務請負

14

費　目 使　途
金 額

(百万円）

Ｇ-5.（株）三菱電機インフォメーションシステムズ

Ｇ-3.（株）三菱電機インフォメーションシステムズ

費　目 使　途

金 額
(百万円）

請負費



各ブロックで、複数の支出先がある場合の上位１０支出先について

順位 支出先 備　　　考
1 個人　Ｉ①
1 個人　Ｉ②
1 個人　Ｉ③
1 個人　Ｉ④
1 個人　Ｉ⑤
1 個人　Ｉ⑥
1 個人　Ｉ⑦
1 個人　Ｉ⑧
1 個人　Ｉ⑨
1 個人　Ｉ⑩

５４４９件

順位 支出先 備　　　考
1 個人　Ｊ①
2 個人　Ｊ②
2 個人　Ｊ③
2 個人　Ｊ④
2 個人　Ｊ⑤
6 個人　Ｊ⑥
6 個人　Ｊ⑦
6 個人　Ｊ⑧
6 個人　Ｊ⑨
6 個人　Ｊ⑩

３１０件

順位 支出先 備　　　考
1 北海道大学
1 東京大学
1 東京外国語大学
1 東京農工大学
1 東京工業大学
1 金沢大学
1 名古屋大学
1 京都大学
1 神戸大学
1 立命館大学

３０件

ブロック名称 【B－１】
支出済額（百万円）

5.4
5.4
5.4

5.4

5.4

１１位以下　５４３９件
（　総　　計　）

5.4
15,326.0
15,379.5

5.4

5.4
5.4
5.4

ブロック名称 【B－３】
支出済額（百万円）

20.0
20.0

20.0

20.0
20.0

20.0
20.0

20.0
20.0

（　総　　計　） 573.5

5.4
5.3

１１位以下　３００件 1,336.2

ブロック名称 【B－２】
支出済額（百万円）

5.5
5.4
5.4
5.4

5.3
5.3
5.3
5.3

（　総　　計　） 1,389.8

20.0

１１位以下　２０件 373.5

別紙

※表示単位未満四捨五入の関係で、積み上げと合計は一致しない場合がある。



順位 支出先 備　　　考
1 個人　Ｈ①
2 個人　Ｈ②
2 個人　Ｈ③
2 個人　Ｈ④
2 個人　Ｈ⑤
6 個人　Ｈ⑥
7 個人　Ｈ⑦
7 個人　Ｈ⑧
7 個人　Ｈ⑨
7 個人　Ｈ⑩

１８００件

順位 支出先 備　　　考
1 個人　Ｋ①
2 個人　Ｋ②
3 個人　Ｋ③
3 個人　Ｋ④
5 個人　Ｋ⑤
6 個人　Ｋ⑥
6 個人　Ｋ⑦
8 個人　Ｋ⑧
9 個人　Ｋ⑨

10 個人　Ｋ⑩

１４０９件

順位 支出先 備　　　考
1 東京大学
2 京都大学
3 東北大学
4 大阪大学
5 北海道大学
6 九州大学
7 筑波大学
8 東京工業大学
9 早稲田大学

10 岡山大学

１１２件

順位 支出先 備　　　考
1 富山大学
2 筑波大学
3 京都大学
4 東京大学
5 長崎大学
6 高エネルギー加速器研究機
7 一橋大学
8 東北大学
9 広島大学

10 東京外国語大学

２０件（　総　　計　） 495.1

支出済額（百万円）
110.6

0.2
0.2

【C－２】

4.6
4.5

0.2

支出済額（百万円）

29.9

53.3
36.2

ブロック名称 【C－３】

ブロック名称

（　総　　計　）
11位以下　１０２件

31.3

72.0

11位以下　１０件

849.2

17.4

400.3

57.6

26.2

支出済額（百万円）

213.7

28.9

26.7

27.9
27.9

27.4

27.9

29.4
23.9

17.2

25.0

33.5

0.2
0.2
0.2

支出済額（百万円）

146.5

4.5
4.5

１１位以下　１３９９件 3,960.1
（　総　　計　）

4.6

（　総　　計　） 148.9

0.2
0.2

１１位以下　１７９０件

【Ｃ－１】

4,005.6

4.5
4.5
4.5
4.5
4.5

ブロック名称

0.2

ブロック名称 【B－４】

0.9



順位 支出先 備　　　考
1 名古屋大学
1 東京大学
1 九州大学
4 大阪大学
5 京都大学
5 東京大学
7 大阪大学
8 広島大学
8 慶應義塾
8 東京大学

１７件

順位 支出先 備　　　考
1 東京大学

2 高エネルギー加速器研究機構

3 自然科学研究機構核融合研究所

4 東京海洋大学

5 東京工業大学

6 長崎大学

7 京都大学

8 富山大学

9 京都大学

10 九州大学

１２件

順位 支出先 備　　　考
1 自然科学研究機構分子科学研究所

2 名古屋大学
3 東北大学
3 九州工業大学
5 東北大学
5 富山大学
5 京都大学
5 大阪大学
9 岡山大学

10 京都大学

２１件

順位 支出先 備　　　考
1  東北大学
1 京都大学
1 長崎大学
1 高エネルギー加速器研究機構
1 東京大学
1 金沢大学
1 名古屋大学
1 京都大学
1 神戸大学
1 立命館大学

２７件

１０位以下　１１件 107.2

5.5
5.5
5.5

（　総　　計　） 241.4

（　総　　計　） 147.9
１１位以下　１７件 92.9

5.5

5.5
5.5

5.5

ブロック名称 【C－７】
支出済額（百万円）

5.5

11.9

11.3

5.5
5.5

ブロック名称 【C－６】

15.4
14.3
14.3
11.9

11.9
11.8

11.9

11位以下　２件 28.8
（　総　　計　） 302.1

支出済額（百万円）
19.6

（　総　　計　） 405.5

15.4

20.0
15.6

ブロック名称 【C－５】
支出済額（百万円）

22.0

25.4
22.5

126.9

31.4
28.1
26.3

41.4

33.0

支出済額（百万円）
33.0

ブロック名称 【C－４】

33.0
31.2
27.5

22.0

27.5

11位以下　７件

47.1

27.3
22.0



順位 支出先 備　　　考
1 東京大学
1 早稲田大学
1 長岡技術科学大学
4 北海道大学
5 九州大学
5 東京大学
5 東京医科歯科大学
5 札幌医科大学
9 岐阜大学

10
９件

順位 支出先 備　　　考
1 東京大学
1 早稲田大学
3 名古屋大学
4

３件

順位 支出先 備　　　考
1 東京大学
2 奈良女子大学
2 立教大学
2 立命館大学
5 北海道大学
6 佐賀大学
7 法政大学
8 東京工業大学
9 国立情報学研究所

　９件

順位 支出先 備　　　考
1 慶應義塾大学
1 （独）沖縄科学技術研究基盤整備機構

1 東北大学
1 高エネルギー加速器研究機構

1 東京工業大学
6 東京大学
6 お茶の水女子大学
8 東京農業大学
9 北海道大学
9 大阪大学

　１１１件

3.0

47.0

【C－９】

（　総　　計　） 46.0

13.0

支出済額（百万円）
12.2

3.1

4.9
4.8
4.0

5.0

（　総　　計　）

5.0

11.0
11.0

16.5

7.7

7.4

16.5

ブロック名称

9.6

支出済額（百万円）

（　総　　計　）

ブロック名称 【C－８】

支出済額（百万円）

11.0

7.7
7.7
7.7

80.7

ブロック名称 【Ｆ－１】

5.0

12.5

355.0

支出済額（百万円）
ブロック名称 【Ｇ－１】

10.3
11.5

12.5
12.5

12.5

（　総　　計　） 464.7

11.5

7.0

12.5

7.0
１１位以下　１０１件
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